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事業概要

取組内容

実施体制 今後のスケジュール

府中市に所在する多摩総合医療センターを中心としたエリアにおいて、都民への医療提供の迅速化を図るため、多摩総合医療センターにおける災害および感染爆発時の医
療機関の医療資源を被災状況を含めて見える化・共有し、医療提供の迅速化の一助となるサービスの開発に取り組んだ。また、災害時のみならず平時においても”転用“でき
るようなサービスの開発を行った。

「医療資源の見える化と共有」により、都民への医療提供の迅速化を図る

①被災状況

３つの領域のデータを都市OSに自動収集・リアルタイム可視化することにより医療資源を一元的に把握し、最適な医療提供の一助とする

医療継続に必要な建物インフラ稼働状況データ

②混雑状況

③職員勤務状況

院内外来エリアの患者滞在・滞流状況データ

職員（施設担当、運用担当など）の館内滞在状況データ

都市OS

電気 水道 医ガス ・・・

入場数 退場数 滞流数 ・・・

時間 所在地 ・・・

収集 可視化 効果

災害時
これまで把握できていなかっ
た、または人手を介して把握
していた①～③にかかる情報
を正しく把握することにより、
医療を提供する体制構築を迅
速化し、より適切な医療提供
の一助とする。

平時
定量的に把握できていなかっ
た情報を分析することで、診
療の効率化や職員の配置の適
正化を促し、業務効率化・計
改善の一助とする。

東京都 清水建設
・都市OS構築
・データ取集
・サービス開発、実装

多摩総合医療センター
サービス実装

フィールド提供

システム開発や各種センサー
ベンダー等の複数社

連携

都立病院機構
報告

助言

①被災状況

②混雑状況

③職員勤務状況

協定
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横展開の可能性

災害時

都内を中心とした災害拠点病院、ならびに周辺自治体への展開を図る。災害時・平時双方での利用が可能で以下の展開を行う。

全国の災害拠点病院を中心に、広域に本サービスを展開。
広域でに一元的かつタイムリーに情報を可視化することで、
医療提供の迅速化を図る。

平時

本事業により構築したサービスによる分析は、患者の混雑度合が大きいほど、また
職員数が多いほど効果が見込める。特に東京都内の病院は上記に合致する可能性が
高く、東京都のPJや他の事業体とも連携し横展開を図る。

平時における活用（イメージ）

配置の適正化

エリアA エリアB
応援

混雑状況を分析により状況を分析し、職員勤務状況に応じて配置を最適化する

ピークの平準化により混雑を緩和 混雑する曜日は職員を増員

時間帯別分析 曜日別分析 職員配置確認

業務効率化・経営改善の一助とする医療を提供する体制構築を迅速化し、
より適切な医療提供の一助とする。
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